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「
忠
総
院
豊
後
往
来
紀
行
」
は
、
江
戸
時
代
の
初
め
好
学
の
大
名
と
し
て
知

ら
れ
た
石
川
憶
意
（
天
正
十
年
～
慶
安
三
年
、
一
五
八
二
～
一
六
五
〇
）
が
、

任
地
豊
後
日
田
へ
行
っ
た
折
の
紀
行
文
で
あ
る
。

 
知
り
得
た
諸
本
は
、
九
州
大
学
付
属
図
書
館
蔵
（
音
無
文
庫
）
、
慶
応
大
学

付
属
図
書
館
蔵
（
内
藤
風
虎
旧
蔵
本
）
、
足
利
学
校
遺
跡
図
書
館
蔵
（
足
利
郡

・
利
保
村
鍋
造
な
る
者
よ
り
足
利
学
校
へ
寄
贈
）
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
（
徳
川

達
道
旧
蔵
本
）
の
四
本
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
写
本
で
、
語
句
表
現
の
異
同
、
一

部
脱
落
部
分
も
あ
る
が
、
内
容
は
ほ
ど
ん
ど
伺
じ
も
の
で
あ
る
。
外
題
は
、
九

大
本
に
、
「
老
鴬
総
朝
臣
豊
後
紀
行
」
と
あ
り
、
足
利
本
に
「
鯉
日
田
紀
行
」
、

東
博
本
に
「
石
門
公
御
道
の
記
」
と
あ
る
。
慶
大
本
に
は
外
題
は
存
し
な
い
。

内
題
は
、
九
大
本
、
慶
大
本
と
も
に
、
「
心
意
院
豊
後
往
来
紀
行
」
と
あ
り
、
本

稿
の
題
名
は
こ
れ
に
よ
っ
た
。
東
高
野
に
は
「
忠
総
公
雪
道
の
記
」
と
あ
る
が
、

足
利
本
に
は
内
題
は
存
し
な
い
。
尚
、
本
稿
の
翻
刻
に
と
り
あ
げ
た
九
大
本
の

書
誌
的
説
明
は
後
に
別
記
し
た
。

 
従
来
本
書
に
言
及
し
た
も
の
で
は
、
福
井
久
蔵
氏
の
「
諸
大
名
の
学
術
と
文

芸
の
研
究
」
（
昭
和
十
二
年
五
月
目
厚
生
閣
）
、
田
中
晃
氏
の
「
石
川
主
殿
忠
総

・
日
田
紀
行
」
 
（
昭
和
五
十
六
年
「
日
田
文
化
・
2
4
号
」
）
が
あ
る
。

．
成
立
に
つ
い
て
両
氏
は
、
石
川
忠
総
が
笹
萱
へ
封
ぜ
ら
れ
た
時
の
も
の
と
し

て
、
年
次
を
明
確
に
記
さ
れ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
本
文
の
始
め
の
方
に

 
 
さ
て
も
過
に
し
秋
の
こ
ろ
、
文
王
め
い
と
く
あ
り
、
天
ま
た
武
王
に
命
せ

 
 
る
こ
と
ぐ
に
て
、
前
の
大
樹
、
今
の
柳
営
に
御
つ
か
さ
を
ゆ
つ
ら
し
め
給

 
 
ひ
て
、
東
よ
り
御
供
に
の
ほ
り
し
中
に
も
、
西
の
国
に
も
、
場
所
あ
る
を

 
 
は
、
宮
古
よ
り
か
．
へ
し
給
ふ

 
と
あ
る
。
「
前
の
大
樹
」
と
は
徳
川
秀
忠
、
「
今
の
柳
営
」
乏
は
徳
川
家
光

の
事
で
あ
り
、
こ
れ
は
元
和
九
年
七
月
号
七
日
に
、
家
光
が
内
大
臣
に
任
ぜ
ら

れ
た
こ
と
を
、
「
御
つ
か
さ
を
ゆ
つ
ら
し
め
給
ひ
て
」
ど
記
し
元
の
で
あ
る
。

ま
た
、
帰
路
京
都
へ
立
ち
寄
っ
た
際
の
記
述
に

 
 
都
に
は
東
の
ゑ
ひ
す
を
た
い
ら
く
る
の
、
君
の
望
む
す
め
の
御
は
ち
に
先

 
 
の
月
の
す
へ
に
、
女
宮
生
れ
さ
せ
臓
ふ
ど
聞
て
、
三
日
の
あ
け
か
た
京
に

 
-
い
た
り
て

旨
と
あ
る
。
「
女
宮
生
れ
さ
せ
給
」
と
は
、
後
の
明
正
天
皇
（
父
、
後
水
尾
天

皇
、
母
、
秀
忠
の
娘
、
東
福
阻
院
和
子
）
が
、
元
和
九
年
十
、
一
月
十
九
日
に
誕

生
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
中
院
通
村
日
記
」
の
元
和
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、

九
年
十
二
月
六
日
の
条
に
「
一
昨
日
立
石
主
殿
頭
渡
草
津
言
上
」
と
あ
り
、
石

主
殿
は
石
川
主
殿
頭
忠
総
を
指
し
、
十
二
月
四
日
は
、
紀
行
文
中
よ
り
京
よ
り

草
津
へ
至
っ
た
部
分
に
相
当
す
る
。

．
こ
の
紀
行
文
は
元
和
九
年
八
月
廿
七
日
に
京
を
出
発
し
、
淀
に
着
き
、
廿
八

日
、
石
清
水
八
幡
、
そ
し
て
須
磨
、
淡
路
島
、
唐
琴
の
浦
、
響
灘
、
虫
明
の
瀬

戸
、
大
島
、
靹
の
浦
、
忠
海
、
厳
島
、
大
畠
の
瀬
戸
、
九
月
十
一
日
、
上
の

関
、
姫
島
、
豊
後
高
田
に
至
っ
て
船
よ
り
あ
が
り
、
宇
佐
宮
、
羅
漢
寺
、
東
紀

伊
を
過
ぎ
、
十
三
日
に
目
的
地
日
田
に
到
着
す
る
。
そ
れ
よ
り
三
ヶ
月
程
九
州

の
地
に
あ
っ
て
、
太
宰
府
、
高
良
宮
な
ど
に
遊
び
、
十
一
月
十
五
日
に
は
、
帰

路
赤
間
ケ
関
に
立
ち
寄
り
、
十
七
日
に
は
柳
ケ
浦
、
十
九
日
陶
灘
、
西
宮
を
通

り
、
十
二
月
一
日
に
は
伏
見
に
到
着
す
る
。
三
日
、
京
に
入
り
、
月
野
岡
、
逢

坂
、
草
津
、
土
山
、
佐
夜
申
山
、
宇
津
山
、
三
保
、
冨
士
川
を
経
て
十
二
月
十

五
日
に
江
戸
に
着
き
、
十
六
日
将
軍
へ
拝
賀
す
る
所
で
こ
の
紀
行
文
は
終
っ
て

い
る
。
約
四
ヶ
月
程
の
旅
日
認
風
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
そ
の
間
、
歌
枕
の
地

な
ど
で
、
五
十
八
首
の
歌
を
折
々
に
詠
ん
で
い
る
。

 
作
者
、
石
川
忠
総
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
「
寛
政
重
心
諸
家
譜
」
及
び
h
藩

翰
譜
」
に
よ
る
説
明
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
彼
の
伝
記
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も

の
で
、
も
っ
と
も
詳
し
い
の
は
、
伊
勢
亀
山
に
あ
る
石
川
家
の
菩
提
寺
本
久
寺

所
蔵
の
「
旧
観
大
録
」
で
あ
る
。
日
観
は
石
川
忠
総
の
法
名
で
、
忠
総
没
後
二

百
回
忌
法
要
に
際
し
て
、
近
藤
織
部
並
び
に
石
川
守
善
な
る
石
川
家
の
家
臣
が

献
納
し
元
も
の
で
あ
る
。
軸
装
（
縦
二
米
五
十
糎
・
横
一
米
十
五
糎
、
約
四
千

七
百
字
）
で
、
当
時
の
藩
主
石
川
総
和
が
「
修
業
立
国
」
、
石
川
総
定
が
「
日

観
公
実
録
」
と
上
部
に
横
書
き
し
て
い
る
。
そ
の
全
体
は
未
紹
介
の
如
く
で
あ

る
が
、
釜
澤
寺
住
職
龍
驚
愕
史
が
、
「
本
久
寺
志
略
」
（
騰
写
私
家
版
）
に
お

い
て
原
漢
文
を
書
き
下
し
て
、
そ
の
一
部
を
「
増
訂
 
日
観
大
瓶
」
と
題
し
て

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
石
川
忠
総
の
伝
記
研
究
に
お
い
て
価
値
あ
る
も
の
と
思
わ

れ
る
の
で
、
機
会
を
改
め
て
紹
介
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
今
は
、
「
日
観
大

録
」
を
参
照
し
な
が
ら
忠
総
の
略
譜
を
記
し
て
お
く
。

○
天
正
十
（
一
五
八
二
）
年
、

 
大
久
保
忠
言
の
二
男
と
し
て
、
遠
江
二
俣
城
に
生
れ
る
。
母
億
石
川
家
成
の

 
・
女
。
▽
「
日
盛
大
録
」
に
は
、
小
田
原
に
生
れ
る
と
あ
る
が
、
「
増
訂
日
重
大

録
」
で
は
遠
江
二
俣
城
に
生
れ
た
と
あ
り
、
大
久
保
家
へ
照
会
し
た
旨
を
注
記

し
て
い
る
。

○
慶
長
元
（
↓
五
九
六
）
年
、
十
五
歳
。

 
元
服
、
秀
忠
の
一
字
を
賜
わ
り
肩
総
と
称
す
。
後
に
総
輔
、
敦
高
と
改
め
、

 
更
に
後
、
手
工
と
称
し
た
。
幼
名
阿
亀
、
千
勝
と
称
し
宗
十
郎
と
改
め
る
。

○
慶
長
三
（
一
五
九
八
）
年
（
十
．
七
歳
。

 
家
康
、
命
じ
て
近
侍
と
す
る
。

○
慶
長
五
（
一
六
Q
O
）
年
、
十
九
歳
。

 
堀
尾
可
晴
の
女
と
結
婚
。
石
川
家
成
の
養
子
と
な
る
。

σ
慶
長
八
（
一
六
〇
三
）
年
、
二
十
二
歳
。

，
．
従
四
位
下
に
籍
せ
ら
れ
、
主
殿
頭
に
任
ぜ
ら
れ
、
五
千
石
を
賜
う
。

○
慶
長
十
四
（
一
六
〇
九
）
年
、
二
十
八
歳
。

 
養
父
石
川
家
成
卒
し
、
」
大
垣
五
万
石
を
襲
弊
。

○
慶
長
十
九
（
一
六
一
四
）
年
、
三
十
二
歳
。

 
大
久
保
聖
楽
改
易
、
近
江
国
栗
太
郡
上
笠
村
に
五
千
石
で
配
流
さ
れ
、
井
伊

 
直
勝
に
預
け
ら
れ
る
。
大
久
保
、
石
川
両
家
並
び
に
そ
の
縁
者
、
一
門
連
座

 
し
、
忠
武
も
駿
府
に
閉
居
の
身
と
な
る
。
十
月
、
大
坂
冬
の
陣
に
出
兵
を
許
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さ
れ
る
。

○
元
和
二
（
一
六
一
六
）
年
、
三
十
五
歳
。

 
一
万
石
加
増
さ
れ
、
大
垣
よ
り
豊
後
日
田
へ
移
封
さ
れ
六
万
石
と
な
る
。

 
▽
豊
後
国
日
田
、
玖
珠
、
速
水
、
大
分
、
直
入
の
一
部
で
四
万
石
と
伊
予
国

 
周
敷
、
新
居
の
両
郡
を
併
せ
て
二
万
石
。

○
寛
永
五
（
一
六
二
八
）
年
、
四
十
七
歳
。

 
大
久
保
忠
隣
近
江
石
ケ
崎
に
没
す
る
。

○
寛
・
永
十
-
（
一
六
ご
ゴ
ニ
）
年
、
五
十
二
歳
。

 
一
万
夜
々
増
さ
れ
、
日
田
よ
り
下
総
佐
倉
へ
移
封
さ
れ
七
万
石
と
な
る
。

○
寛
永
十
一
（
エ
ハ
三
四
）
年
、
五
十
三
歳
。

 
従
四
位
下
に
見
せ
ら
れ
、
佐
倉
よ
り
近
江
膳
所
に
移
封
さ
れ
る
。

○
慶
安
三
（
一
六
五
〇
）
年
、
六
十
九
歳
。

・
十
二
耳
三
十
四
日
没
、
日
観
忠
四
二
と
号
す
。
京
都
の
本
禅
寺
に
葬
ら
れ

 
る
。

 
石
川
忠
総
は
茶
道
及
び
和
歌
に
関
心
の
あ
っ
た
大
名
で
も
あ
っ
た
。
 
「
茶
道

辞
典
」
 
（
東
京
堂
 
昭
和
三
十
一
年
刊
）
等
に
よ
れ
ば
、
遠
州
七
窯
の
一
つ
で

あ
る
膳
所
焼
の
創
始
者
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
忠

総
が
膳
所
に
入
封
し
た
寛
永
十
一
年
以
前
、
寛
永
四
年
、
五
年
、
十
一
年
の
茶

会
（
国
会
図
書
館
蔵
「
遠
州
茶
之
留
」
及
び
同
署
所
蔵
「
遠
州
口
切
帳
」
参

．
照
）
に
お
い
て
既
に
膳
所
焼
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
創
始
し
た
と
い
う
通
説
は

当
ら
な
い
が
、
膳
所
入
団
後
、
膳
所
焼
の
強
力
な
庇
護
者
と
な
り
茶
道
に
関
心

を
持
っ
た
大
名
と
し
て
の
逸
話
と
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
実
父
大
久
保
忠

隣
も
ま
た
古
田
織
部
の
弟
子
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
忠
総
は
遠
州
の
寛
永
十
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九
年
四
月
廿
二
日
朝
 
（
「
遠
州
茶
三
三
」
）
の
茶
会
に
、
大
久
保
右
京
 
（
教

r
隆
、
実
弟
）
、
石
川
播
磨
守
（
総
長
二
男
）
、
大
久
保
惣
三
郎
（
教
勝
、
教
隆

の
子
）
、
石
川
阿
波
守
（
貞
享
、
三
男
）
等
と
｝
座
し
、
ま
た
正
保
三
年
卯
月

廿
八
日
朝
（
「
遠
州
口
切
帳
」
）
の
茶
会
に
も
、
小
野
了
玄
、
本
阿
弥
佐
兵
衛

な
る
人
物
等
と
一
座
し
て
い
る
こ
と
が
知
れ
る
点
よ
り
、
彼
は
小
堀
遠
州
よ
り

茶
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

・
和
歌
へ
の
関
心
に
つ
い
て
は
、
、
「
日
観
大
漁
」
中
に
も
、
「
後
水
尾
天
皇
、

中
院
通
三
三
に
勅
し
公
の
国
歌
を
召
す
、
題
惜
落
花
を
以
て
す
。
公
、
辞
す
れ

と
も
可
さ
れ
ず
、
恭
ん
で
五
首
を
詠
し
て
献
ず
、
天
皇
御
感
、
賞
す
る
に
屏

風
に
讐
を
以
て
す
、
又
日
光
廟
を
拝
し
数
首
を
寂
し
て
之
を
献
ず
」
と
あ
り
、

ま
た
、
「
正
木
葛
ト
（
清
水
宗
川
等
編
、
延
宝
二
年
成
）
に
も
二
首
入
嘱
し
て

い
る
。
彼
は
中
院
通
村
よ
り
元
和
元
年
一
月
十
五
日
、
古
今
三
箇
の
秘
事
を
伝

授
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
「
中
院
通
村
日
記
」
の
記
事
よ
り
知
る
こ
と
が
出
来

る
。
先
に
成
立
に
関
し
て
前
述
し
た
部
分
で
、
日
田
よ
り
の
帰
路
通
村
よ
り
出

迎
え
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
ふ
れ
た
が
、
同
日
記
の
、
元
和
元
年
二
月
四
日
の

条
に
は
、
通
村
が
忠
総
を
同
道
し
て
天
海
を
訪
れ
、
大
久
保
盛
夏
の
罪
の
軽
減

を
訴
え
る
記
事
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
、
し
ば
し
ば
、
玉
総
が
上
洛
の
折
に
旅
宿

を
訪
れ
た
記
事
が
散
見
す
る
。
歌
の
指
導
を
通
村
に
受
け
、
そ
の
交
遊
関
係
も

浅
か
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
層

 
石
川
忠
総
関
連
の
著
述
と
し
て
は
、
「
石
川
忠
総
留
書
」
 
（
慶
応
大
学
図
書

館
蔵
）
が
あ
る
。
慶
応
本
は
、
正
徳
五
年
の
写
本
で
あ
る
が
、
奥
書
に
よ
れ
ば

石
川
厚
総
が
著
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
天
正
五
年
よ

り
文
禄
三
年
半
の
徳
川
家
草
創
期
の
事
柄
を
戦
記
を
中
心
に
記
し
た
も
の
で
あ

る
。
ま
だ
「
石
川
忠
興
家
臣
大
坂
陣
覚
書
」
が
『
続
々
群
書
類
従
』
に
所
収
さ
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れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
大
坂
冬
、
夏
の
陣
に
お
け
る
忠
総
の
活
躍
の

様
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
「
日
算
大
傘
」
に
も
軍
功
の
逸
話
が
多
く
記
さ
れ

て
い
る
が
、
武
将
と
し
て
も
第
一
級
の
人
物
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
つ

 
 
「
忠
総
意
豊
後
往
来
紀
行
」
は
、
以
上
の
如
き
歌
人
と
し
て
ま
た
茶
人
と
し

て
の
教
養
を
裏
づ
け
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
は
作
品
の
紹
介
を
旨
と

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
紀
行
文
の
着
目
す
べ
き
点
に
つ
い
て
若
干
述
べ
て

お
く
。
前
記
し
た
福
井
久
蔵
氏
は
、
「
大
名
の
紀
行
と
し
て
は
古
き
も
の
な
ら

む
」
と
、
ま
た
、
田
中
晃
氏
は
、
「
紀
行
文
の
特
徴
で
あ
る
歌
枕
の
旅
日
記
、

で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
が
日
本
の
古
典
に
通
じ
、
和
歌
が
上
手
で
あ
っ
た
こ
と

・
が
わ
か
る
。
 
（
中
略
）
貴
族
的
教
養
を
身
に
つ
け
た
と
思
わ
れ
る
」
と
記
し
て
'

お
ら
れ
る
。
大
名
の
紀
行
文
と
し
て
の
歴
史
的
な
古
さ
、
ま
た
作
者
の
貴
族
的

教
養
の
あ
ふ
れ
た
文
体
も
着
目
す
べ
き
重
要
な
点
で
は
あ
る
。

 
し
か
し
、
注
且
さ
れ
る
の
は
、
両
氏
の
手
答
さ
れ
た
点
の
み
で
は
な
い
。
本

書
に
は
、
後
世
の
大
名
の
紀
行
文
が
古
典
的
教
養
を
披
平
す
る
大
名
の
余
技
と

し
て
多
く
書
か
れ
て
い
る
そ
れ
ら
と
異
っ
た
側
面
を
能
い
出
し
得
る
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
幽
石
川
忠
総
が
日
田
に
封
ぜ
ら
れ
た
の
は
、
実
父
大
久
保
忠

隣
改
易
事
件
に
連
座
し
て
、
駿
府
に
幽
閉
さ
れ
て
い
た
の
が
、
大
坂
の
役
の
戦

功
に
よ
っ
て
赦
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
紀
行
文
に
は
、
こ
の
改
易
事
件
が

色
濃
く
影
を
落
し
て
い
る
。
測
量
つ
忠
総
の
胸
に
去
来
し
て
い
た
の
は
、
十
年

前
の
改
易
事
件
で
あ
与
た
。
彼
は
冒
頭
部
分
で
、
「
本
よ
り
む
ま
れ
た
る
と
こ

ろ
に
も
あ
ら
て
、
十
と
せ
あ
ま
り
か
ほ
と
、
思
の
外
の
こ
と
貫
き
て
豊
国
の
日

田
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
所
か
へ
し
て
…
」
と
記
し
・
て
い
る
。
旅
中
、
忠
海
で
は
、
沖

に
白
い
鴎
の
遊
ぶ
を
見
て
、
「
世
の
き
う
て
ん
を
ま
ぬ
か
れ
す
」
と
記
b
、
「
波

か
く
る
世
を
は
う
ら
み
し
荒
磯
に
 
あ
そ
ふ
か
も
め
の
こ
～
う
な
り
せ
は
」
と

記
し
、
ま
た
厳
島
で
ば
、
こ
の
世
を
憂
き
世
と
感
じ
、
「
さ
き
の
よ
の
む
く
ひ

と
せ
め
て
お
も
は
す
は
 
う
き
を
な
く
さ
む
か
た
や
な
が
ら
ん
」
と
詠
じ
て
い

る
。
 
こ
の
忠
総
の
思
い
は
、
遠
路
を
行
く
旅
情
の
み
で
は
な
く
、
改
易
事
件

に
よ
り
世
の
転
変
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
彼
の
私
憤
と
も
言
い
得
る
感
慨

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
旅
の
帰
路
、
北
近
江
に
今
も
隠
れ
の
身
と
な
っ

て
い
る
実
父
大
久
保
四
隣
の
事
を
思
い
、
「
お
や
の
お
も
ひ
の
ほ
か
の
つ
み
に

あ
た
り
て
、
北
あ
ふ
み
に
あ
る
を
も
い
く
と
せ
ゆ
き
か
ふ
と
て
も
 
た
よ
り
に

つ
け
た
る
ふ
み
さ
へ
か
な
は
て
、
こ
な
た
の
空
を
み
や
る
は
か
り
也
」
と
述
べ
・

て
い
る
。
伝
統
的
な
紀
行
文
体
を
借
り
て
彼
が
披
渥
せ
ん
と
し
た
の
は
、
古
典

的
教
養
、
趣
味
を
ひ
け
ら
か
す
が
如
き
自
己
満
足
で
は
な
ぐ
、
彼
の
胸
の
底
に

わ
だ
か
ま
る
う
つ
う
つ
と
し
た
思
い
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

 
大
久
保
忠
隣
事
件
の
発
端
は
改
易
の
前
年
、
馬
場
八
左
衛
門
が
家
康
に
聖
壇

謀
反
の
企
て
が
あ
る
と
訴
え
た
こ
と
に
よ
る
。
し
か
し
、
こ
の
表
面
的
な
理
由

の
他
に
、
大
久
保
忠
隣
と
本
多
正
信
と
い
う
幕
閣
内
に
お
け
る
権
力
闘
争
の
あ

っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
改
易
事
件
は
、
本
多
患
側
の
勝
利
に
終
っ

た
。
だ
が
そ
の
本
多
家
も
、
元
和
二
年
に
鳳
本
多
正
信
が
死
に
、
元
和
八
年
に

は
本
多
正
純
が
所
謂
宇
都
宮
釣
天
井
事
件
に
よ
っ
て
改
易
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

紀
行
文
の
背
後
に
は
、
，
筆
者
が
時
の
流
れ
を
意
識
し
、
「
世
の
ぎ
う
て
ん
を
ま
ぬ

か
れ
す
」
．
「
さ
き
の
よ
の
む
く
ひ
と
せ
め
て
お
も
は
す
は
」
い
ら
れ
ぬ
心
情
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
 
「
十
と
せ
あ
ま
り
か
ほ
と
」
前
の
事
件
と
時
の
流
れ
が
、

こ
の
紀
行
文
成
立
の
基
盤
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
大
久
保
、
本
多
両
家
の
抗
争
を
ふ
ま
え
て
、
自
ら
の
思
い
を
吐
露
し
た
人
物

に
大
久
保
忠
教
（
彦
左
衛
門
）
が
い
る
。
忠
教
は
、
忠
隣
の
叔
父
に
あ
た
る
人

物
で
あ
る
。
忠
教
は
「
三
河
物
語
」
に
お
い
て
、
忠
隣
の
改
易
に
つ
い
．
て
ハ
「
子
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㌧

の
主
殿
を
は
じ
め
、
我
等
こ
そ
知
ら
ね
」
と
記
し
、
後
年
の
本
多
家
改
易
に
つ

い
て
は
「
因
果
之
報
か
と
、
又
世
間
に
て
曲
打
童
迄
申
な
り
」
と
記
し
て
い
る
。

主
殿
と
は
石
川
忠
総
の
こ
と
で
あ
る
。
 
「
忠
総
院
豊
後
往
来
紀
行
」
と
「
三
河

物
語
」
で
は
、
全
く
相
異
な
る
ジ
ャ
ン
ル
に
属
す
。
文
体
、
調
子
、
文
芸
性
等

異
な
る
点
の
み
が
際
立
つ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
作
者
二
人
の
胸
に
あ
る
思
い

は
お
そ
ら
く
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

・
．
問
題
と
す
べ
き
点
は
多
ぐ
残
さ
れ
て
い
る
が
、
作
品
論
と
し
て
の
展
開
は
別

．
稿
に
譲
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 
次
に
底
本
と
し
た
九
州
大
学
付
属
図
書
館
蔵
本
の
書
誌
的
説
明
と
、
翻
字
に

際
し
て
の
凡
例
を
あ
げ
て
お
く
。

〔
書
誌
〕

所
蔵
者

外
題
、

題
簸

内
題

写
本

蔵
書
印

表
紙

紙
数

本
文

〔
凡
例
〕

九
州
大
学
付
属
図
書
館
 
整
理
番
号
 
瑚
タ
2

源
忠
総
朝
臣
豊
後
往
来
紀
行

原
題
簸
 
左
肩
 
1
5
糎
×
鋭
糎
 
青
雲
模
様

忠
総
院
豊
後
往
来
紀
行

一
冊
 
奥
書
等
無
し

「
音
無
文
庫
」
（
舗
×
篇
松
葉
色
）
他

標
色
 
2
4
糎
×
雪
煙
 
肩
幅
無
し
甲
高
1
9
糎

25
噤
i
う
ち
遊
紙
'
4
丁
 
墨
付
2
1
丁
）

8
行
'

一
仮
名
は
現
行
の
字
体
に
統
一
し
、

体
、
通
行
の
字
体
に
改
め
た
、

後
補
峡
入
り

漢
字
の
旧
字
体
等
は
お
お
む
ね
新
字

「
忠
総
院
豊
後
往
来
紀
行
」
解
題
と
翻
刻
．

一
底
本
に
は
、
句
読
点
、
及
び
行
が
え
等
は
な
い
が
、
読
解
の
便
に
句
読
点
、

及
び
行
が
え
を
行
な
っ
た
。
ま
た
各
丁
の
終
り
を
（
Y
内
に
記
し
た
。

一
足
利
本
と
の
忌
違
で
本
文
の
内
容
に
か
か
わ
る
も
の
を
注
記
し
、
後
に
ま

と
の
た
。
用
字
の
違
い
等
は
注
翻
し
な
か
っ
た
。
尚
、
八
丁
裏
の
本
文
の

注
記
は
そ
の
ま
ま
残
し
た
。

忠
総
院
豊
後
往
来
紀
行

 
明
々
た
る
上
天
、
下
土
を
照
臨
す
。
わ
れ
ゆ
き
て
に
し
の
う
み
、
や
へ
の
し

ほ
ち
を
わ
け
、
、
ふ
か
き
野
山
に
ま
よ
ひ
し
こ
と
～
も
、
こ
㌧
ろ
の
水
の
こ
ぼ
り

も
と
け
ゆ
く
こ
う
な
れ
は
、
ま
つ
下
と
い
へ
る
検
校
と
な
き
み
わ
ら
ひ
み
、
身

の
ケ
れ
へ
を
た
か
ひ
に
い
ひ
出
け
る
に
、
さ
て
も
過
に
し
秋
の
こ
ろ
、
三
王
め

い
と
く
あ
り
、
天
ま
た
武
王
に
回
せ
る
こ
と
く
（
一
オ
）
に
て
、
前
の
大
樹
、

今
の
柳
営
に
御
つ
か
さ
を
ゆ
つ
ら
し
め
給
ひ
て
、
東
よ
り
御
供
に
の
ほ
り
し
中

に
も
、
西
の
国
に
も
、
知
所
あ
る
を
は
、
宮
古
よ
り
か
へ
し
給
ふ
。

 
本
よ
か
む
ま
れ
た
る
と
こ
ろ
に
も
あ
ら
て
、
十
と
せ
あ
ま
り
か
ほ
と
、
思
の

外
の
こ
と
出
き
て
、
豊
国
の
日
田
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
所
か
へ
し
て
、
家
童
子
な

と
っ
か
は
し
け
る
に
、
お
ち
ほ
ひ
ろ
ふ
な
と
を
も
、
田
つ
ら
見
か
て
ら
に
参
る

へ
き
よ
し
（
一
ウ
）
お
ふ
せ
こ
と
に
て
、
八
月
の
す
ゑ
に
、
よ
こ
を
り
ふ
せ
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
注
1
）

や
は
た
の
ふ
も
と
ま
て
か
と
て
し
て
、
そ
れ
よ
り
わ
ふ
と
い
・
ひ
け
ん
浦
ま
て
は
、
・

み
や
こ
の
人
も
を
く
り
し
と
い
へ
は
 
舟
ち
の
し
わ
さ
の
う
た
や
あ
る
。

 
そ
の
折
ふ
し
は
、
は
い
か
い
う
た
な
と
、
こ
㌧
う
に
う
つ
り
、
こ
と
葉
に
も

い
ひ
出
け
ん
も
、
と
し
の
か
さ
な
る
し
る
し
に
や
、
夜
半
の
む
し
ろ
に
お
も
ふ

、
事
、
あ
か
つ
き
の
ま
く
ら
に
は
と
ま
ら
す
と
か
た
り
け
れ
は
、
（
ニ
オ
）
目
も
見
え
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ぬ
お
に
か
は
ら
の
か
ほ
、
あ
ら
う
み
の
い
か
れ
る
う
を
の
か
た
ち
を
な
し
て
、

し
き
り
に
と
ふ
も
、
い
ら
へ
む
つ
か
し
く
て
、
今
ま
で
お
ほ
え
た
・
る
を
、
身
の
↑

と
か
に
て
、
お
も
て
を
か
き
に
の
た
く
ひ
を
か
き
つ
け
侍
り
け
る
。

 
八
月
廿
七
日
に
都
を
出
て
三
つ
か
た
よ
と
に
て
、

 
-
さ
し
て
ゆ
く
淀
の
川
舟
け
ふ
よ
り
や
．

 
 
し
ら
ぬ
わ
た
り
の
は
し
め
な
る
ら
ん
（
ニ
ウ
）

 
 
よ
る
ひ
る
の
か
き
り
も
し
ら
す
ゆ
く
も
の
．
は
．

 
 
か
く
こ
そ
あ
ら
め
よ
と
の
川
ふ
ね

 
あ
ぐ
る
巴
は
雨
ふ
り
て
、
三
つ
か
た
そ
ら
は
れ
け
れ
は
、
八
幡
に
ま
い
り
け

る
に
．
、
西
行
法
師
か
し
こ
ま
る
し
て
に
Y
な
み
た
そ
か
㌧
り
け
る
と
い
ひ
し
事

な
と
、
お
も
ぴ
出
ら
れ
て
、
な
み
た
お
っ
と
も
お
ほ
え
ね
と
も
、
袖
も
う
る
を

ふ
は
か
り
に
て

 
 
祈
こ
し
さ
か
ゆ
く
峯
は
よ
そ
に
見
て
（
三
オ
）

 
 
今
は
世
に
あ
ふ
み
ち
あ
ふ
く
か
な

 
須
磨
よ
り
を
く
り
し
都
人
の
か
へ
る
さ
に
、
 
 
 
」
 
，

 
 
た
ひ
を
の
み
な
れ
も
や
す
ま
の
う
ら
千
鳥

 
 
か
へ
る
な
み
．
に
は
ひ
と
り
な
く
ら
む

 
地
あ
ら
し
の
ふ
く
を
見
て
、

 
 
す
ま
の
う
ぢ
や
も
し
ほ
の
煙
ふ
く
か
せ
を

 
・
を
ひ
て
し
な
ら
て
か
た
ほ
に
そ
ゆ
く

 
日
く
れ
か
、
る
に
、
 
（
三
ウ
）

 
 
秋
の
色
に
あ
か
し
の
せ
と
の
夕
日
か
け

 
 
 
 
 
（
注
2
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・

 
・
や
ま
と
し
ま
ね
の
な
み
も
そ
め
け
り

 
お
も
か
け
の
ひ
か
ふ
る
か
た
に
か
へ
り
見
る
都
の
山
は
月
ほ
そ
く
し
て
と
、

定
家
卿
の
蔵
し
事
な
ど
身
の
う
へ
の
や
う
に
覚
て
、

 
 
暮
か
㌧
る
あ
は
ち
の
嶋
の
雲
間
よ
り

 
 
こ
～
ろ
ほ
そ
し
や
三
日
置
の
か
け

 
 
．
ゆ
く
船
の
あ
と
も
は
る
か
に
淡
と
見
る
（
四
オ
）

 
 
あ
は
路
の
し
ま
そ
波
に
き
え
ぬ
る

 
か
ら
こ
と
、
ひ
＼
き
の
な
た
と
を
る
に
、

 
 
か
ら
こ
と
の
浦
よ
り
か
よ
ふ
秋
か
せ
に

 
 
ま
つ
の
ひ
＼
き
の
な
た
も
か
く
回
す
，

 
む
し
あ
け
の
せ
と
に
て
、

 
 
わ
れ
か
ち
と
お
も
は
す
と
て
も
世
の
中
の

 
 
う
き
に
そ
す
ま
む
む
し
あ
け
の
せ
と

 
お
ほ
し
ま
に
て
、
 
（
四
ウ
）

 
 
は
や
船
の
か
ち
音
た
か
き
つ
れ
潮
に

 
 
う
た
ふ
も
聲
の
お
ほ
し
ま
の
せ
と

 
と
も
の
う
ら
に
て
、
水
鳥
と
も
の
舟
近
ぐ
あ
そ
ふ
を
見
て
、
」

 
 
こ
の
う
ら
の
船
を
と
も
に
て
水
と
り
は

 
 
な
る
れ
と
な
れ
ぬ
わ
れ
そ
お
と
ろ
く

 
た
、
の
う
み
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
て
沖
に
か
も
め
の
あ
そ
ふ
を
見
て
《
世
の
き

う
て
ん
を
ま
ぬ
か
れ
す
、
 
（
五
オ
）
 
夢
に
白
鴎
と
な
り
た
る
と
ひ
と
り
こ
と

に
、
．

 
 
波
か
く
る
世
を
は
ケ
ら
み
し
あ
ら
い
そ
に

 
 
あ
そ
ふ
か
も
め
の
こ
㌧
う
な
り
せ
は

 
い
つ
く
し
ま
の
は
し
ら
に
、

 
 
た
ち
か
へ
り
み
る
め
か
つ
か
ぬ
う
ら
な
り
と
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は
か
な
き
鳥
の
あ
と
は
と
～
ま
れ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
注
3
）

'
三
里
ほ
と
ゆ
き
て
、
を
ち
ひ
よ
り
し
成
た
る
ど
．
い
ふ
を
き
㌧
て
、
．
（
五
ウ
）

 
 
あ
と
に
見
る
あ
し
た
の
山
の
う
す
か
す
み

 
 
ゆ
ふ
へ
め
そ
ら
の
雨
と
こ
そ
な
れ

 
か
ぐ
て
此
や
ま
き
は
に
た
ひ
ね
せ
ん
よ
り
は
と
て
、
ま
た
こ
き
も
と
し
て
、

厳
嶋
に
か
㌧
り
ぬ
。
と
ま
よ
り
は
ら
め
き
て
お
つ
る
雨
は
、
あ
ら
し
の
は
こ
ふ

な
り
け
り
。
今
暫
か
く
も
あ
ら
は
、
浪
に
ひ
か
れ
て
い
つ
ち
へ
か
い
に
な
む
、

か
さ
ね
い
か
り
を
い
れ
よ
海
の
中
の
龍
神
に
願
だ
て
よ
な
と
（
六
オ
）
い
ふ
を

き
＼
て
、
と
す
れ
は
か
～
り
、
か
く
す
れ
ば
い
っ
か
た
に
て
も
、
身
を
は
は
な

れ
ぬ
う
き
世
か
な
と
て
、

 
 
さ
き
の
よ
の
む
く
ひ
と
せ
め
て
お
も
は
す
は

 
 
う
き
を
な
く
さ
む
か
た
や
な
か
ら
ん

 
夜
に
入
て
雨
風
や
み
け
れ
な
、
名
残
の
波
に
船
こ
＼
、
ち
に
て
、
か
ち
を
枕
に

よ
り
ふ
し
け
れ
と
も
、
こ
の
う
ら
ひ
と
遠
へ
、
た
ひ
ね
な
や
ま
す
松
か
せ
（
六

ウ
）
よ
り
は
う
ら
め
し
か
ら
む
と
お
も
ぶ
に
も
、
更
行
は
を
の
つ
か
ら
夢
う
つ

㌧
か
と
、
お
ぼ
つ
か
な
き
こ
㌧
ち
し
て
、

 
 
う
き
ね
す
る
み
し
か
き
夢
は
し
き
た
へ
の
．

 
 
枕
の
ゆ
め
の
う
つ
㌧
と
そ
な
る

 
 
 
 
（
注
4
）

 
呪
、
か
た
鹿
の
な
く
を
き
、
て

 
 
波
枕
な
ら
へ
ぬ
ま
て
も
な
れ
も
こ
の

 
 
あ
き
は
う
き
ね
の
さ
を
し
か
の
聲
（
七
オ
）

 
ま
た
の
日
庵
、
海
の
お
も
て
ふ
す
ま
を
は
り
た
る
や
う
に
て
、
、
い
た
づ
ら
に

船
に
あ
ら
む
よ
り
は
と
て
、
嶋
め
く
り
な
赤
し
け
る
に
紅
葉
を
見
て
、

 
・
・
う
す
く
こ
く
そ
め
か
け
け
り
な
む
ら
し
く
れ

「
忠
総
院
豊
後
往
来
紀
行
」
解
題
と
翻
刻

 
 
は
㌧
そ
も
は
し
も
ま
し
る
紅
葉
々
 
「
（
注
5
）

．
此
う
ら
の
あ
ま
か
、
い
そ
も
の
と
も
も
た
け
、
を
の
れ
く
か
身
の
う
れ
へ

を
さ
へ
っ
り
け
る
を
聞
て
、
日
く
れ
あ
け
か
た
よ
り
風
よ
く
な
り
て
、
お
は
た

け
の
．
（
七
ウ
）
せ
と
＼
を
る
に
、
塩
は
な
か
ら
は
か
り
む
か
ふ
な
れ
と
も
、
嵐

か
し
で
し
、
船
子
ど
も
ち
か
ら
を
い
れ
よ
、
ま
き
入
る
と
こ
ろ
へ
は
、
と
ま
も

わ
ら
ふ
た
も
な
け
よ
、
．
は
し
ゅ
か
、
る
し
ほ
に
、
か
ち
ひ
か
す
な
と
武
后
の
水

よ
く
舟
を
か
へ
す
と
、
．
ひ
と
り
ご
ち
て
、
、

 
 
塩
あ
ひ
の
は
や
を
の
縄
を
た
の
み
に
て

 
 
わ
た
る
は
か
り
の
う
き
よ
な
る
ら
む
、

・
く
れ
か
㌻
る
ほ
と
に
、
遠
山
の
い
く
え
も
あ
る
を
み
て
、
 
（
八
オ
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
ち
殿

 
 
す
み
か
き
は
筆
も
及
は
し
霧
の
よ
り
に

 
 
か
さ
ね
あ
．
け
た
る
遠
の
や
ま
か
な

 
十
「
日
に
上
の
せ
き
ょ
り
、
ゆ
わ
う
と
を
渡
に
、
八
十
嶋
か
け
て
こ
と
っ
て

ん
、
 
つ
り
舟
も
こ
ひ
し
く
、
ま
ん
く
た
る
青
海
に
、
‘
い
か
元
う
か
ふ
る
け

ふ
は
、
え
ん
あ
う
の
ま
し
は
り
を
な
せ
し
友
も
な
く
、
ゆ
く
国
は
き
り
こ
め
、

山
も
み
え
ぬ
に
、
あ
と
の
し
ら
な
み
も
、
風
か
は
る
か
と
う
ら
め
し
く
、
さ
か

・
の
ほ
る
（
八
ウ
）
し
ほ
に
は
、
黄
な
る
い
つ
み
も
こ
れ
な
ら
む
と
、
お
も
ふ
ま

て
も
ま
れ
な
か
ら
、
三
三
と
い
ふ
所
に
や
う
や
く
か
、
り
ぬ
適

、
風
も
あ
ら
は
い
つ
れ
の
し
ま
へ
も
よ
せ
ん
と
い
ふ
に
月
を
見
て
、

 
 
風
を
の
み
ま
つ
の
木
の
間
の
月
よ
り
も
．
幽

 
 
こ
㌧
ろ
づ
く
し
の
た
ひ
の
船
路
は

 
そ
や
す
く
る
ほ
と
に
、
豊
後
の
国
高
田
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
つ
き
ぬ
。

 
舟
よ
り
あ
か
り
て
心
お
ち
る
（
九
オ
）
け
れ
と
、
ね
よ
と
の
か
ね
を
も
ま
た

、
て
ね
さ
め
て
き
け
は
、
な
か
き
夜
の
う
ら
み
を
そ
ふ
る
傷
う
つ
こ
ゑ
に
、
わ
れ
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〆

‘

も
や
か
て
な
み
た
も
よ
ほ
さ
れ
て
、
 
 
 
 
・
．
 
 
 
 
．

 
 
あ
さ
衣
ま
き
こ
め
て
う
っ
お
も
ひ
を
も

 
 
よ
そ
に
し
ら
る
㌧
つ
ち
の
音
か
な

 
十
二
日
に
は
雨
そ
㌧
き
秋
の
し
く
れ
め
き
て
、
い
と
㌧
袖
も
ほ
し
あ
へ
ぬ

に
」
宇
佐
宮
に
ま
い
り
、
は
ら
ひ
な
と
た
て
ま
つ
り
し
つ
い
て
に
、
 
（
九
ウ
）

 
詠
三
首
和
歌

 
 
初
秋
露

 
 
回
し
は
の
色
は
わ
か
れ
す
を
く
と
み
し

 
 
つ
ゆ
は
か
り
ち
る
あ
き
の
は
っ
か
せ
，

 
 
古
寺
鐘

 
 
山
ふ
か
み
き
り
ふ
る
て
ら
は
夕
く
れ
に
・

 
 
を
く
れ
て
ひ
、
く
入
あ
ひ
の
か
ね

 
 
社
頭
祝
（
十
オ
）

 
 
に
し
の
う
み
あ
と
た
れ
し
ょ
り
神
か
き
の

 
 
ま
た
ち
よ
か
～
れ
浪
の
し
ら
ゆ
ふ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
り

 
な
を
ゆ
き
て
、
ら
か
む
の
て
ら
を
見
む
と
て
、
さ
か
し
き
山
ち
な
れ
は
、
馬

、
を
は
ふ
も
乏
の
里
に
を
き
、
か
ら
よ
り
し
て
ゆ
き
け
れ
と
も
ハ
ま
た
こ
む
こ
と

も
か
た
か
る
へ
し
、
よ
く
見
て
き
ま
せ
と
宮
古
人
も
い
ひ
し
と
お
も
ひ
、
て

 
 
ゆ
き
な
や
み
今
一
さ
か
も
か
た
る
へ
き
（
十
ウ
）

 
 
ひ
と
の
た
め
ま
て
見
る
山
ち
か
な
 
 
 
 
 
 
，

 
東
紀
伊
と
い
ふ
所
に
と
ま
り
し
か
の
篤
く
を
聞
て
、
 
'

 
 
う
つ
ろ
ふ
る
す
ゑ
の
も
本
の
色
な
く
て

 
 
わ
か
身
ひ
と
つ
と
し
か
や
な
く
ら
ん

 
九
月
十
三
日
、
日
田
と
い
ふ
所
に
け
ふ
っ
き
な
ん
と
て
、
夜
ふ
か
き
に
拙
て
、
、

た
か
野
に
ふ
み
ま
よ
ひ
て
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、
．

 
 
か
や
か
野
を
た
れ
わ
け
初
て
す
み
所
．
（
十
一
オ
）

 
 
も
と
む
る
今
の
み
ち
ま
か
ふ
ら
む

 
た
き
の
お
つ
る
を
見
て

 
．
な
か
ら
へ
は
に
こ
り
に
し
衷
ぬ
こ
と
は
り
を

 
 
し
ら
て
や
お
つ
る
た
き
の
い
と
筋

 
日
田
に
て

 
 
た
ち
な
ら
ふ
そ
の
名
も
し
ら
ぬ
と
、
き
は
木
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
注
7
）

 
 
き
り
さ
へ
ふ
か
き
山
の
う
ち
か
な

 
九
月
廿
四
a
、
宰
府
へ
ま
い
り
て
（
十
一
ウ
）

詠
三
首
和
歌

 
 
川
紅
葉

 
 
あ
わ
て
ゆ
く
水
は
も
み
ち
に
三
河
の

 
 
く
れ
な
み
ふ
か
き
色
そ
な
か
喝
5

 
 
古
寺
月

 
 
の
き
く
ち
て
雲
の
た
ほ
そ
の
外
な
ら
て

 
 
月
に
く
ま
な
き
ふ
る
て
ら
の
内

 
 
社
頭
祝
（
十
ニ
オ
）

 
 
い
の
る
そ
よ
わ
れ
も
旅
ね
の
ひ
と
夜
ま
つ

 
・
ひ
と
よ
に
千
代
の
め
く
み
あ
れ
と
は

 
夜
も
す
が
ら
、
ふ
き
ま
よ
ふ
嵐
を
き
く
に
も
、
そ
て
の
し
．
く
れ
と
も
よ
ほ
し

か
ち
に
、
と
も
す
れ
ば
あ
ら
そ
ひ
お
つ
る
木
の
は
め
音
も
、
な
み
た
の
た
き
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
注
8
）
．

ひ
と
つ
も
の
㌧
や
う
に
、
い
と
は
や
り
に
さ
し
い
て
た
る
あ
り
、
明
の
月
さ
へ

あ
は
れ
そ
ふ
ご
㌧
ち
し
て
、
む
す
ふ
の
う
ら
も
・
い
と
ち
か
し
な
と
聞
て
、
 
（
十
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ニ
ゥ
）

 
 
さ
夜
か
せ
の
か
へ
す
衣
は
夢
た
に
も

 
 
む
す
ふ
の
う
ら
の
名
を
は
頼
ま
す

 
，
高
良
玉
だ
れ
の
宮
を
ふ
し
拝
．
て
、

 
 
身
の
秋
の
露
の
玉
だ
れ
か
㌧
ら
す
は
'

 
 
か
㌧
る
や
し
ろ
を
つ
て
に
き
か
ま
し

 
か
く
て
甘
か
す
ふ
れ
と
も
、
み
ち
ゆ
く
人
ざ
へ
な
け
れ
は
、
ふ
る
る
さ
と
の

一
こ
と
を
も
き
か
す
、
そ
こ
は
か
と
な
く
も
の
あ
は
れ
な
る
導
く
れ
に
、
む
し
の

 
（
十
三
オ
）
な
，
く
を
き
㌧
て
、

 
 
'
秋
風
に
尾
花
か
本
を
お
も
ひ
く
さ

 
 
．
あ
り
と
b
ら
れ
て
虫
そ
な
ぐ
な
る

・
お
な
し
所
に
て
し
く
れ
の
跡
に
月
か
げ
の
露
に
う
つ
る
を
見
て
、
，

 
 
月
か
げ
の
し
ぐ
れ
の
跡
に
を
き
て
け
り

 
 
．
よ
る
の
ひ
か
り
の
玉
さ
㌧
の
．
つ
ゆ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
注
9
）

 
い
と
㌧
ね
・
さ
め
か
ち
な
る
に
、
．
ね
や
の
ひ
ま
い
と
う
れ
（
十
．
三
ウ
）
し
く
、
．

は
㌧
の
声
を
と
い
ひ
し
小
野
㌧
ふ
る
こ
と
ま
て
お
む
ひ
出
ら
れ
て
、
あ
か
つ
き

か
た
に
、
、

 
 
・
ゆ
く
ゑ
の
み
お
も
ふ
ね
さ
め
は
明
か
た
の

 
 
く
も
て
に
わ
た
す
夢
ρ
．
つ
き
橋

 
」
十
月
十
日
 
て
の
か
み
の
あ
と
㌧
み
日
に
あ
た
り
て
、
大
と
て
な
と
供
養
レ

け
る
に
、
寿
量
晶
を
と
ふ
ら
い
け
れ
．
は
、

 
 
ち
か
し
と
も
め
に
や
は
お
よ
ふ
し
ら
雲
の
・
（
十
四
オ
）

 
 
か
㌧
る
み
や
ま
の
う
へ
か
う
へ
を
は

 
 
懐
旧
・

 
 
「
忠
総
院
豊
後
往
来
紀
行
」
解
題
ど
翻
刻

 
「
か
み
つ
枝
さ
そ
ひ
し
こ
ろ
の
山
か
せ
に

 
 
下
葉
し
ぐ
れ
て
ふ
る
涙
か
な

 
と
こ
ろ
の
も
の
寄
よ
み
て
、
 
よ
し
あ
し
を
さ
た
め
よ
と
い
ひ
し
そ
の
お
く

、
に
、
・

 
 
な
み
ま
を
は
い
か
て
か
わ
け
ん
し
ら
ぬ
ひ
の

 
 
、
つ
く
し
の
う
み
の
や
へ
の
し
ほ
あ
ひ
（
十
四
ウ
）

 
日
か
す
ふ
れ
は
ほ
と
一
に
つ
き
て
な
く
さ
む
こ
と
も
あ
れ
は
、

 
 
山
里
に
な
る
れ
は
な
る
㌧
よ
そ
に
し
て

 
 
こ
㌧
う
と
む
へ
き
し
は
の
い
ほ
か
は

．
土
月
＋
語
漏
か
ま
の
ぜ
き
へ
い
た
り
て
、
阿
弥
陀
難
い
ふ
寺
髪

徳
天
皇
の
御
三
井
に
た
ん
さ
く
あ
ま
た
詠
b
給
ふ
を
見
て
、

 
 
い
に
し
へ
の
あ
は
れ
と
㌧
め
し
も
し
ほ
草
（
十
五
オ
）

 
、
「
な
み
た
か
者
や
る
も
ち
の
せ
き
守
・

 
・
か
く
て
雲
．
の
け
し
き
あ
し
く
、
あ
か
つ
き
の
そ
ら
を
み
れ
は
な
と
い
ふ
に
、

雪
あ
ら
れ
風
に
つ
れ
て
す
遠
ま
し
け
れ
は
、
に
し
の
空
を
な
か
め
て
、

 
 
う
な
は
ら
や
雪
げ
の
雲
を
ふ
き
か
け
て

 
 
嵐
に
く
も
る
月
の
い
り
し
ほ

 
十
七
日
の
夜
 
す
の
こ
た
つ
も
の
に
あ
し
さ
け
て
、
む
か
ひ
の
か
た
を
な
か
'

む
る
に
、
柳
か
浦
の
山
雪
の
（
十
五
ウ
）
、
時
雨
に
み
え
み
、
み
え
す
み
、
き

を
ひ
ゆ
く
あ
ら
し
の
さ
そ
ひ
て
、
月
に
．
か
、
る
雲
の
あ
し
は
や
く
、
．
月
と
雪
と

の
し
ら
み
あ
ひ
た
る
騰
の
月
も
、
心
あ
ら
む
人
は
見
と
こ
そ
も
あ
る
へ
き
に
、

友
も
な
け
れ
は
、
万
事
皆
夢
の
ζ
と
し
、
時
一
ひ
そ
う
を
あ
ふ
く
と
独
こ
と

．
に
、

 
 
い
に
し
へ
の
う
つ
、
は
夢
の
心
地
し
て
 
・
 
'
 
 
 
 
．
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．
 
今
見
る
ゆ
め
は
う
つ
～
と
も
な
し
（
十
六
オ
）

 
明
か
虎
ち
か
き
西
の
空
に
月
の
入
へ
き
山
も
な
し
、
噛
元
暦
の
い
に
し
へ
 
平

家
の
人
々
あ
る
い
は
波
に
た
、
よ
ひ
、
お
も
ひ
の
か
す
く
を
い
ま
見
る
月
の

か
け
に
な
み
ま
に
う
か
ふ
ご
＼
ち
し
て
、

 
 
 
 
 
 
（
注
1
1
）

 
 
月
か
げ
も
し
め
つ
る
か
た
の
に
し
の
う
み

 
 
老
入
の
そ
こ
の
あ
は
れ
し
ら
せ
て

 
十
九
日
少
な
き
た
り
、
よ
こ
風
な
れ
と
も
、
か
の
う
ら
に
日
か
す
経
ん
よ
り
‘

 
 
（
注
1
2
）

は
と
て
や
う
や
く
（
十
六
ウ
）
出
し
て
帆
は
し
ら
．
は
か
り
に
て
、
す
ゑ
な
た
と

い
．
ふ
所
な
と
と
を
る
に
、
と
も
舟
の
か
ち
の
雫
の
お
つ
る
も
見
え
わ
か
す
、
船

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
注
1
3
）

の
う
へ
こ
す
な
み
に
、
な
み
た
を
そ
へ
、
身
も
う
き
は
か
り
に
て
く
れ
す
く
る

に
、 

 
う
き
な
た
の
か
す
は
い
た
り
つ
わ
か
か
た
の

 
 
（
注
1
4
）

 
 
風
い
ろ
の
さ
は
な
を
る
せ
も
か
な

 
に
し
の
み
や
の
お
き
に
か
㌻
り
て
、

 
 
あ
し
か
き
に
か
こ
ふ
と
す
れ
と
枕
よ
り
（
十
七
オ
）

 
て
あ
と
よ
り
か
せ
の
ひ
ま
も
と
む
也

 
 
 
 
 
 
（
注
1
5
）

 
十
二
月
朔
日
 
伏
見
に
つ
き
て
雨
ふ
り
け
れ
と
も
、
い
に
し
へ
み
や
つ
か
へ

奉
り
し
恋
し
さ
袖
も
ほ
し
あ
へ
ぬ
に
、
、
こ
㌧
か
し
こ
な
か
・
め
あ
の
き
け
る
に
、

む
か
し
す
み
け
る
所
は
の
ら
と
．
な
り
て
、
む
か
し
見
も
庭
の
小
松
に
、
乏
し
ふ

り
て
あ
ら
し
の
音
を
梢
に
そ
き
く
と
、
ふ
る
こ
と
ま
て
お
も
ひ
出
ら
れ
て
、

 
 
あ
れ
に
け
り
ふ
し
み
の
里
の
ま
つ
風
に
（
十
七
ウ
）
．

 
 
む
か
し
の
夢
は
み
る
か
た
そ
な
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
注
掲
）

 
二
日
に
は
雨
ふ
り
つ
れ
く
と
く
ら
し
ぬ
。
都
に
は
東
の
ゑ
ひ
す
を
た
い
ら

べ
る
の
、
君
の
御
む
す
め
の
御
な
ら
に
先
の
月
の
中
の
す
へ
に
、
女
宮
生
れ
さ

せ
給
ふ
と
聞
て
う
三
日
の
あ
け
か
た
京
に
い
た
り
て
、
し
た
し
■
き
と
も
を
た
つ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
注
1
7
）

ね
て
、
、
今
の
世
に
か
し
ら
を
さ
し
出
し
給
ふ
人
一
に
か
く
と
い
ひ
い
れ
む

も
、
人
の
か
す
か
ま
し
く
、
た
、
ど
を
ら
ん
（
十
八
オ
）
ゐ
空
お
そ
ろ
し
。
庵

た．

ｩ
へ
す
も
、
ひ
か
し
よ
り
て
ら
し
初
る
月
日
の
か
げ
に
あ
ら
す
や
、
し
か
る

へ
き
か
た
に
、
た
ち
き
㌧
給
へ
な
と
い
ひ
し
た
た
め
て
、
み
や
こ
を
た
ち
ぬ
。

ひ
の
岡
に
て
日
を
く
ら
し
、
夜
も
す
が
ら
あ
ふ
坂
を
こ
ゆ
る
に
み
そ
れ
ふ
り

て
隅
は
た
寒
け
れ
ば
火
た
き
か
れ
い
ひ
な
む
と
も
と
め
て
、
は
や
鳥
な
け
は
、

 
 
よ
る
と
て
も
と
さ
～
ぬ
御
代
は
い
た
つ
ら
に
・
（
十
八
ウ
）

 
 
鳥
は
そ
ら
ね
の
あ
ふ
さ
か
の
せ
き
、

、
夜
な
が
過
て
草
津
に
つ
き
て
、
す
こ
し
ぬ
る
と
は
な
き
に
、
あ
け
か
た
よ
り

 
 
 
 
（
注
1
8
）
 
 
 
ア

雪
は
直
に
、
た
ち
や
す
ら
は
ん
す
る
ひ
と
は
、
そ
の
ま
㌧
う
つ
む
は
か
り
に
ふ

り
し
き
る
。
駒
を
ル
る
へ
に
あ
ゆ
ま
せ
ゆ
く
に
、
月
日
は
夜
ひ
る
の
き
か
ひ
あ

き
ら
か
な
る
に
、
い
っ
こ
よ
り
い
つ
る
雪
気
の
雲
に
さ
へ
、
と
を
る
風
さ
へ
そ

ふ
ら
む
と
お
も
ふ
よ
り
、
お
や
の
お
も
ひ
の
．
（
十
九
オ
）
ほ
か
の
つ
み
に
あ
た

り
て
、
北
あ
ふ
み
に
あ
る
を
も
、
い
く
と
せ
ゆ
き
か
ふ
と
て
も
、
た
よ
り
に

つ
け
た
る
ふ
み
さ
へ
か
な
は
て
、
こ
の
た
ひ
も
そ
．
な
た
の
空
を
み
や
る
は
か
り

旧
び
唐
に
も
島
国
に
も
、
つ
か
さ
く
ら
ひ
た
か
き
人
さ
へ
、
か
㌧
る
た
め
し
は

あ
ま
た
よ
な
る
ら
め
と
さ
し
あ
た
り
て
、
身
ひ
と
つ
の
や
う
に
て
い
と
＼
ふ
る

な
み
た
に
、
雪
よ
り
も
な
を
か
き
く
れ
て
、
 
（
十
九
ウ
）

 
 
お
も
ひ
や
る
も
と
し
は
つ
、
唱
り
て
た
ら
ち
ね
の

 
 
さ
そ
や
老
そ
の
も
り
の
し
ら
ゆ
き

 
そ
の
日
は
、
坂
こ
ゆ
る
こ
と
な
ら
て
、
・
つ
ち
爵
と
云
と
こ
ろ
に
と
ま
り
ぬ
。

い
つ
の
う
ち
や
ら
む
、
は
や
う
す
み
け
る
所
よ
り
、
あ
す
た
㌧
む
と
お
も
ふ
そ

の
日
雪
い
だ
ふ
ふ
り
け
れ
は
、
つ
と
に
は
、
の
か
た
よ
り
、
お
も
ひ
た
つ
人
の
・
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こ
～
ろ
を
と
．
㌧
む
れ
は
、
せ
き
の
と
さ
し
に
ま
さ
る
雪
か
な
と
あ
り
し
て
と

（
二
十
オ
）
お
も
ひ
出
ら
れ
て

 
 
空
は
れ
て
今
朝
そ
こ
え
ゆ
く
鈴
鹿
山

 
 
せ
き
の
と
さ
し
の
明
ほ
の
㌧
空

さ
夜
中
山
を
と
也
る
と
て

 
、
を
ち
か
た
や
し
ら
ぬ
も
お
な
し
ひ
か
躯
に
．
て

 
 
雪
に
あ
け
ゆ
く
さ
よ
の
な
か
山

宇
津
の
山
と
を
み
に
、
と
し
ひ
さ
し
く
故
相
国
の
御
と
も
に
て
、
の
ほ
り
く
た

り
し
こ
と
な
と
（
二
十
ウ
）
お
も
ひ
出
ら
れ
て
、
ゆ
め
か
と
の
み
た
と
ら
る
㌧

は
か
り
に
て

 
 
つ
か
へ
こ
し
む
か
し
の
み
ち
の
跡
ふ
り
て

 
 
雪
に
そ
ま
よ
ふ
う
つ
の
や
ま
こ
え
 
 
 
 
」
 
 
 
 
 
 
 
．

三
保
に
て

 
 
ふ
り
つ
め
は
雪
と
そ
い
さ
や
し
ら
き
ぬ
に

 
 
風
を
つ
㌧
め
る
三
ほ
の
う
ら
松
．

冨
士
河
の
は
た
に
、
み
ち
ゆ
く
人
あ
り
て
（
二
十
一
オ
）
船
こ
そ
り
㌃
し
は
し

立
や
す
ら
ふ
に
、
ふ
㌧
き
い
と
た
へ
か
た
げ
れ
ば

 
．
．
そ
ら
さ
へ
て
ふ
る
か
と
み
れ
は
す
そ
野
よ
り

 
、
雪
を
そ
お
ろ
す
ふ
し
の
河
風

・
十
二
月
十
五
日
、
む
さ
し
の
く
に
江
と
に
つ
き
て
十
六
日
に
拝
賀
し
た
て
ま

つ
る
．

 
 
む
さ
し
野
や
か
す
み
に
つ
㌧
く
っ
《
は
山

 
 
ひ
ろ
き
め
く
み
の
春
や
き
ぬ
ら
む
（
二
十
ニ
ウ
）

「
忠
総
院
豊
後
往
来
紀
行
」
解
題
と
翻
謝

（
注
1
）
本
文
「
そ
れ
よ
り
わ
ふ
」
↓
足
利
本
「
そ
れ
よ
り
舟
に
て
わ
ふ
」

（
注
、
2
）
 
「
ま
ね
」
↓
「
ふ
ね
」

（
注
3
）
 
「
し
」
↓
「
に
」

（
注
4
）
 
「
な
く
」
↓
「
音
」
、

（
注
5
）
足
和
本
は
歌
の
あ
と
に
「
此
歌
内
府
御
褒
美
の
よ
し
」
之
あ
る
ゆ

（
注
6
）
「
く
」
↓
「
ら
」

（
注
7
）
「
う
ち
し
↓
「
お
く
」

（
注
8
）
 
「
は
や
り
に
」
↓
「
は
な
や
か
に
」

（
注
9
）
 
「
ね
や
の
ひ
ま
い
と
う
れ
し
く
」
↓
「
閨
の
ひ
衷
さ
へ
っ
れ
な
く
か

 
 
 
ら
う
し
て
鳥
の
な
く
も
い
と
う
れ
し
く
」

（
注
1
0
）
 
「
井
に
た
ん
さ
く
」
．
↓
「
丼
平
家
の
一
門
を
う
つ
し
ゑ
に
し
て
其
寺

 
 
 
に
た
ん
さ
く
」

（
注
1
1
）
 
「
め
つ
」
↓
「
つ
め
」

（
注
1
2
）
「
や
う
や
く
出
し
て
帆
は
し
ら
」
↓
「
十
九
日
出
て
や
う
く
ほ
は

 
 
 
し
ら
」

（
注
1
3
）
 
「
す
く
る
に
」
↓
「
す
ぎ
に
」

（
注
1
4
）
「
い
ろ
」
レ
「
み
や
」
・

（
注
1
5
）
 
「
伏
見
に
」
↓
「
や
ヶ
ー
伏
見
に
」

（
注
1
6
Y
「
と
」
↓
「
に
」

（
注
1
7
）
「
か
し
ら
を
」
↓
「
か
し
ら
を
も
」

（
注
1
8
）
 
「
た
ち
や
す
ら
は
ん
」
↓
「
た
よ
り
や
す
ら
は
ん
」

．
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
亀
山
市
本
久
寺
、
加
藤
文
郎
氏
並
び
に
翻
刻
の
許

可
を
与
え
て
下
ざ
っ
た
九
州
大
学
付
属
図
書
館
に
、
厚
く
御
礼
申
レ
上
げ
ま
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す
。
猶
、
本
稿
の
一
部
を
昭
和
五
十
九
年
度
西
日
本
国
語
国
文
学
会
で
発
表

致
し
ま
し
た
。
発
表
の
際
に
御
教
示
を
受
け
た
事
を
感
謝
致
し
ま
す
。

（ ！22 ）
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